
 

 

【
は
じ
め
に
】 

 

日
本
の
農
業
で
は
、
I

C

T

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
て

無
人
ト
ラ
ク
タ
や
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
農
薬
散
布
な
ど
機
械
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
林
業
で
も
い
わ

ゆ
る
「
高
性
能
林
業
機
械
」
と
呼

ば
れ
る
ハ
ー
ベ
ス
タ
等
に
よ
る

伐
採
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
搬
出
、

プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
造
材
な
ど

機
械
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
、
造
林
・
保
育
作

業
は
、
地
拵
え
や
植
付
け
、
下
刈

な
ど
依
然
と
し
て
人
力
に
大
き

く
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

す
。 （

写
真
１
、
２
） 

一
方
で
、
現
在
の
北
海
道
に
お

け
る
林
業
事
業
体
は
、
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
な
ど
で
人
材
が
不

足
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
人
工
林
資
源
の
成
熟
に
伴

い
、
主
伐
後
の
再
造
林
や
下
刈
等

の
保
育
作
業
が
増
加
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
造
林
・
保
育
作

業
の
効
率
化
は
喫
緊
の
課
題
と

い
え
ま
す
。 

造
林
・
保
育
作
業
の
効
率
化
を

進
め
る
に
際
し
て
は
、 

①
成
長

の
優
れ
た
苗
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
下
刈
等
の
保
育
作
業
を

少
な
く 

②
造
林
・
保
育
作
業
の

機
械
化
を
進
め
る
と
い
っ
た
、
２

つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
こ
の
２
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
関
す
る
北
海
道
森
林

管
理
局
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。 

 【
成
長
に
優
れ
た
苗
木
の
活
用
】 

 

下
刈
の
回
数
を
減
ら
す
た
め
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
成
長

に
優
れ
た
「
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
」
、

「
緩
効
性
肥
料
を
施
用
し
た
コ

ン
テ
ナ
苗
」
の
活
用
を
進
め
て
い

ま
す
。 

ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
植
栽
し
て
き
て
お

り
、
既
に
優
れ
た
成
長
結
果
を
示

す
と
と
も
に
、
下
刈
に
つ
い
て
も

回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
緩
効
性
肥
料
を
施
用
し

た
コ
ン
テ
ナ
苗
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
テ
ナ
苗
の
根
鉢
に
使
用
す
る

培
地
に
７
０
０
日
効
果
が
持
続

す
る
肥
料
を
混
ぜ
る
こ
と
で
、
初

期
成
長
を
促
し
、
下
刈
回
数
を
減

ら
す
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
取
組
を
、
今
年
度
か
ら

開
始
し
、
来
年
度
以
降
の
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
写
真
３
、
４
） 

 

 

写真３：クリーン 
ラーチコンテナ苗 

 

写真１：植付作業 

写真２：下刈作業 

写真４：緩効性肥料を施用したコンテナ苗 



 

【
機
械
化
の
推
進
】 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
伐

採
で
使
用
し
て
い
る
大
型
機
械

を
引
き
続
き
造
林
作
業
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
「
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作

業
シ
ス
テ
ム
」
の
取
組
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

伐
採
し
て
す
ぐ
に
、
グ
ラ
ッ
プ
ル

等
の
伐
採
・
搬
出
用
の
林
業
機
械

を
用
い
て
伐
採
跡
地
の
末
木
枝

条
を
除
去
・
整
理
し
て
地
拵
を
行

い
、
丸
太
搬
出
用
の
フ
ォ
ワ
ー
ダ

等
の
機
械
で
苗
木
を
運
搬
し
た

上
で
植
栽
す
る
と
い
っ
た
効
率

的
な
作
業
の
仕
組
み
が
構
築
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
、
夏
期
の
炎
天
下
や
急
斜

面
と
い
っ
た
厳
し
い
労
働
環
境

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
下
刈

作
業
に
つ
い
て
は
、
数
十
年
前
と

変
わ
ら
ず
刈
払
機
を
用
い
、
人
力

に
頼
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
実
状
を
踏
ま
え
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
「
北

海
道
型
森
林
整
備
機
械
化
作
業

シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
主
に
下
刈
作
業

の
機
械
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の

検
討
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
度
に

は
、
留
萌
南
部
森
林
管
理
署
管
内

の
国
有
林
に
お
い
て
、
大
型
機
械

に
装
着
し
た
ク
ラ
ッ
シ
ャ
（
破
砕

機
）
に
よ
る
機
械
下
刈
の
実
証
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

（
写
真
５
～
７
） 

ク
ラ
ッ
シ
ャ
に
よ
る
下
刈
の

仕
上
が
り
は
想
像
以
上
の
出
来

で
、
今
回
初
め
て
ク
ラ
ッ
シ
ャ
を

操
作
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
作

業
開
始
か
ら
３
時
間
程
度
で
操

作
に
慣
れ
、
概
ね
ス
ム
ー
ズ
に
下

刈
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

下
刈
の
作
業
功
程
は
実
質
５

時
間
で
０
．
５
ha
で
あ
り
、
慣

れ
な
い
操
作
や
前
日
の
降
雨
に

よ
る
ぬ
か
る
み
な
ど
悪
条
件
の

中
で
の
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
刈
払
機
に
よ
る
人

力
作
業
と
比
較
し
て
同
程
度
以

上
の
作
業
効
率
と
な
り
、
軽
労
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。 

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
の
作
業

仕
組
み
を
国
有
林
の
各
現
場
に

普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
大

型
機
械
で
の
下
刈
が
実
施
で
き

る
よ
う
、
地
拵
え
及
び
植
付
け
の

仕
様
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た

う
え
で
、
地
拵
・
植
栽
段
階
か
ら

の
本
格
的
な
試
行
に
来
年
度
か

ら
取
り
組
む
考
え
で
す
。 

更
に
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

レ
ー
キ
等
を
用
い
た
サ
サ
等
の

根
系
除
去
に
よ
る
草
本
類
の
発

生
抑
制
・
下
刈
回
数
の
縮
減
や
、

全
面
地
拵
の
積
極
的
な
導
入
に

よ
る
野
鼠
食
害
対
策
に
つ
い
て

も
、
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
考
え

で
す
。 

 【
コ
ン
テ
ナ
苗
の
供
給
量
拡
大
】 

 

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
裸
苗
と
は
異

な
り
、
根
鉢
が
あ
る
こ
と
で
乾
燥

ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
に
く

い
と
考
え
ら
れ
、
冬
季
や
極
端
に

乾
燥
が
続
く
時
期
を
除
き
、
通
常

の
植
栽
適
期
（
春
や
秋
）
以
外
で

も
高
い
活
着
率
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
が
研
究
成
果
に
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
前
述
の
緩
効
性
肥

料
の
活
用
に
よ
る
初
期
成
長
の

確
保
や
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
際
し
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗

の
活
用
が
必
要
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
29
年
度
よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
苗

生
産
者
の
育
成
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
安
定
的

な
供
給
と
利
用
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
安
定

需
給
協
定
」
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 

【
お
わ
り
に
】 

 

森
林
整
備
の
効
率
化
の
実
現

に
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
や
近
年
め
ざ

ま
し
く
進
展
し
て
い
る
林
業
機

械
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用
と
、

１
９
５
０
年
代
か
ら
培
わ
れ
て

き
た
造
林
・
育
林
技
術
を
、
し
っ

か
り
と
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
融

合
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
新

た
な
技
術
、
施
業
方
法
、
そ
れ
ら

の
取
組
成
果
な
ど
を
「
見
え
る
化
」

し
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
つ

つ
森
林
整
備
の
効
率
化
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。 

写真５：クラッシャ下刈作業中 

写真６：クラッシャ

の破砕刃 

写真７：クラッシャ下刈の仕上がり

状況（写真右側が機械下刈） 


